
広 報

発行所/富山県魚津市釈迦堂1丁目 10番1号魚津市役所(干937)(ft0765-22-2200) 1部定価20円



第三種郵便物認可・....昭和52年10月 1日発行広報うおづ10月号-・H ・H ・....…...・H ・..あなたと市政をむすぷ

九
月
定
例
市
議
会
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
き
め
ら
れ
た
か
。

市
の
予
算
規
模
六
十
五
億
台
へ

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
二
日
に
開
会
さ
れ
、
二
十
二
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
五
十
二
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
五
十
一
年
度
水
道
会
計
決
算
認

定
を
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
ほ
か
、
六
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
内
容

口
五
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
一
億
九
千

七
百
四
十
七
万
一
千
円
を
追
加
し
て
、

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
、
六
十
四
億

九
千
九
百
四
十
一
万
八
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

そ
の
お
も
な
も
の
は
、

総
務
費
で
は
、

電
話
交
換
機
の
取
り
替
え
の
た
め
の
電

話
償
券
と
工
事
費
に
、
六
百
三
十
一
万

七
千
円
、
交
通
安
全
施
設
防
護
棚
に
二

百
二
万
四
千
円
を
計
上
。

民
生
費
で
は
、

社
会
福
祉
費
と
し
て

重
度
心
身
障
害
者
の
所
得
制
限
緩
和
に

伴
う
受
給
者
の
増
加
に
よ
る
扶
助
費
四

百
九
十
九
万
二
千
円
を
、
児
童
福
祉
費

と
し
て
、
保
育
所
措
置
費
五
百
五
十
一

万
三
千
円
、
私
立
保
育
園
措
置
委
託
料
、

三
百
二
十
四
万
七
千
円
を
追
加
計
上
し
、

衛
生
費
で
は
、
し
尿
収
集
車
購
入
代
金

の
貸
付
金
と
し
て
、
三
百
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
農
林
土
木
費
で
は
、
ほ

場
整
備
関
連
事
業
負
担
金
二
百
十
五
万

四
千
円
、
県
単
土
地
改
良
事
業
費
二
百

四
十
万
円
、
市
単
土
地
改
良
事
業
費
二

百
五
十
万
円
、
水
産
業
費
で
は
、
二
百

カ
イ
リ
漁
業
水
域
対
応
策
と
し
て
、

人
工
魚
礁
設
置
事
業
補
助
金
の
ほ
か
、

経
団
漁
港
が
日
本
海
サ
ケ

・
マ
ス
の
水

揚
げ
指
定
港
に
な
っ
た
の
で
、
無
線
通

信
施
設
設
置
事
業
補
助
金
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、

工
場
の
排
水
路
と
舗

装
整
備
事
業
費
と
し
て
、
四
百
三
十
一

万
七
千
円
を
計
上
。
土
木
費
・で
は
、
小

規
模
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
、
百

七
十
四
万
円
、道
路
維
持
費
四
百
万
円
、

宮
津
橋
工
事
用
道
路
新
設
事
業
費
二
千

八
百
六
十
二
万
円
、
住
吉
地
下
横
断
歩

道
設
置
工
事
費
一
千
五
百
三
十
八
万
九

千
円
、
道
路
新
設
改
良
費
三
千
五
百
二

十
五
万
円
、
河
川
総
務
費
、
四
百
万
円

を
、
都
市
計
画
費
で
は
、
施
越
事
業
費

六
千
万
円
、
馬
出
町
友
道
線
街
路
事
業

費
三
百
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、

給
食
セ
ン
タ
ー
排
水

処
理
場
設
備
事
業
費
四
百
万
円
。
ま
た
、

天
神
山
市
営
野
球
場
用
地
買
収
費
四
千於

¥

寿乞島
市内最高齢者は石川よ定、さん 膨?
今年市内で88歳を迎えた21人の方に県知事から

銀盃を， 90歳を迎えられた10人の方には，市長か

ら座いすがそれぞれ贈られ長寿を祝福しました。

また，市内では92歳以上の方が19人おいでになり

ますが，その最年長は，友道 1，942番地の石川よ

志きんでい， 8月11日に満99歳を迎えられました。

石川さんには 9月13日に清河市長が自筆の色紙と

鶴亀のお菓子を贈り，その健康と長寿を祝福しま

した。

ノノ白おめでとう

あいにくよしさんが就寝中のため，清河市長からかわってお祝い惨

を受け取る石川せきさん。せきさんは満80歳で毎日よ志さんの世

言言をしておいでになります。

十
月
号

も
く
じ

表
紙
吉
島
小
「
ラ
グ
ビ
ー
」

リ
ン
ゴ
園
に
固
ま
れ
た
校
庭
で

あ
な
た
と
市
政
の
動
き

-・
・・::
:
q
L
・
円δ

お
め
で
と
う
グ
白
寿
グ

・
建
設
工
事
発
注
状
況

小
さ
な
善
意

(
共
同
募
金
)
・

栄
養
士
さ
ん
を
募
集

・
外

--P
----A-

開
閉
園

納
税
ガ
イ
ド
・
市
制
お
周
年
記
念
講
演
・
寄
付

み
ん
な
の
体
育

戸

0

・
司t

記
」
ス
ポ
ー
ツ
と
私

・

一
特

一

0
0

・
Q
J

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

日
川
間
凶

市
美
術
展
作
品
募
集
・•.••
. 

青
年
の
船
に
参
加
し
て

相

談

案

内

と

お

し

ら

せ

:

・

:

:
::・
ロ

・
日

暖
か
い
心
と
家
庭
を
:
:・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
を
作
ろ
う

・
技
能
検
定

同
凶
阿
川
山

中
高
年
雇
用
促
進

・
発
明
と
く
ふ
う
展

・
技
能
五
輪

青
竹
ふ
み
運
動

み
ん
な
の
保
健

に
U

・

ヴ
d

唱

E
A

唱

E
A

魚
津
市
の
自
然

・
市
の
人
口

裏
表
紙
・
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
日

十
月
号
表
紙
の
こ
と
ば

・
編
集
後
記

5 
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ヘ

万
円
を
計
上
し
て
、
体
育
施
設
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
災
害
復
旧

費
で
は
、
土
木
災
害
復
旧
費
、

一
千
百

五
十
一
万
五
千
円
を
計
上
し
て
、
災
害

個
所
の
早
期
復
旧
を
は
か
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

以
上
の
財
源
は
、
市
税
、

交
通
安
全

対
策
特
別
交
付
金
、
分
担
金
、
国
、
県

支
出
金
、

財
産
収
入
、

寄
付
金
、
繰
越

金
、
諸
収
入
と
市
債
を
も
っ
て
充
当
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

口
五
十
二
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

口
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
お
よ

ぴ
財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

口
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

口
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

口
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い

て
「
(
区
画
整
理
に
よ
る
も
の
)

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の

口
五
十
一
年
度
水
道
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

口
同
意
案
件

中
新
川
郡
上
市
町
中
開
発
二
八
番
地

藤
原
平
蔵
氏
を
市
教
育
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。

口
採
択
さ
れ
た
陳
情
書
十
五
件

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の
二
件

不
採
択
と
な
っ
た
も
の
四
件

マ
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
書
一
件

口
採
択
さ
れ
た
意
見
書

。
老
齢
者
医
療
制
度
確
立
に
関
す
る
意

見
書

。
物
価
問
題
に
関
す
る
意
見
書

千田建設附

吉野電工舎

松原工務庖

大江工業附

130，000，000円

10，800，000円
20，900，000円

7，650，000円

本体

電気

衛生暖房

エレベーター

関 '.口 車且

日本海電業側

畠 山 工 業 側

企市営住宅(膏 島団地)新築工事

本体 63，626，000円

電 。気 5，684，000円

衛生設備 14，280，000円

四
七
、

六

8
4
0
0円
朝

野

工

業

側

本

体一ユ
、

二

8
4
0
0円
嗣

魚

津

電

工

舎

電

気一豆
、

き

口

、

O
B円
附

三

共

設

備

衛
生
暖
房

4
司
経
由
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

合年の主な建設工

事の発注状況をお

知らせします

共同 建 設 肌

吉崎電設

企上野方小学校増築工事

本体 59，800，000円

電気 6，300，000円

給排水衛生暁房

11 ，200，000円

企道下小学校体育館危険改築工事

本体 67，900，000円関口組

電気 3，850，000円 日本海電業側

脇坂組

吉野電工会

畠山工業側

企片貝公民館新築工事

本 体 29，396，000円

電気 3，000，000円

給排水衛生設備工事

2，290，000円

朝 野 工 業 側

(却魚津電工舎

松 原 工 務 居

企本江小学校舎新増築工事

本体 51，200，000円

電気 5，150，000円

給排水衛生暖房

10，500，000円

(3) 
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共
同
募
金
運
動
も
、
こ
と
し
で
三
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
お
金
は
、
ざ

っ
と
千
四
億
円
。

一
万
円
札
を
積
み
上
げ
る
と
九
百
四

十
三
灯。

東
京
タ
ワ
ー
を
三
つ
積
み
重

ね
た
高
さ
に
な
り
ま
す
。

小さな善意が1千億円

満30歳迎えた「赤い羽根」

こ
の
お
金
は
恵
ま
れ
な
い
環
境
に
あ

る
人
達
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
児
童
福

祉
施
設
ゃ
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人
た
ち

の
施
設
な
ど
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
善
意
も
、
つ
も
り
つ
も
る
と

大
き
な
も
の
に
な
る
も
の
で
す
ね
。

共同募金

10月オ自力ら

ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
始
ま
る

「
共
同
募
金
」
の
起
り

共
同
募
金
は
、
日
本
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
世
界
二
十
ヵ
国
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
共
同
募
金
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
聖
書
の
「
良
サ

マ
リ
ア
人
」
の
寓
話
に
ち
な
み
、
ス
イ

ス
の
山
奥
に
住
む
牧
師
が
、
道
ば
た
の

樫
の
木
に
小
箱
を
下
げ
「
与
え
る
、
と

れ
よ
」
と
書
い
て
、
旅
人
を
助
け
た
の

が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
ギ
リ
シ
ャ
の
遺
跡

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
か
ら
、
当
時
の
ア

テ
ネ
市
民
に
よ
る
か
助
け
合
い
。
を
証
明

明
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
理
石
に
、
く
さ
び
形
文
字

で
刻
ま
れ
た
碑
文
で
す
。

こ
こ
に
は
、
「
ょ
う
こ
そ
こ
の
丘
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

も
し
、
病
気
や
お
金
で
困
る
こ
と
が
あ

る
な
ら
ば
、
何
な
り
と
申
し
出
て
い
た

だ
き
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
な
た
が

た
を
手
だ
す
け
で
さ
る
こ
と
に
、
無
上

の
喜
び
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
|

|
ア

テ
ネ
市
民
会
議
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま

し
た
。つ

ま
り
、
こ
れ
が
世
界
最
古
の
共
同

募
金
と
い
う
わ
け
で
す
。

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
共
同

募
金
運
動
が
、
こ
と
し
も
十
月

一
日
か

ら
始
ま
り
、
十
二
月
の
歳
末
助
け
あ
い

運
動
と
合
わ
せ
て
、
暮
れ
の
三
十
一
日

ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

今
の
こ
の
運
動
は
、
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
と
、
不
幸
な
人
た
ち
の
た

め
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

社
会
全
体
が
共
同
し
て
行
な
う
募
金
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
善

意
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
い
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
百
七
十
五
万
千
四
百

八
十
一
円
の
寄
付
金
が
あ
り
、
目
標
額

の一

O
三
%
と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。

寄
付
金
は
、
全
額
県
の
共
同
募
金
会

に
お
さ
め
ら
れ
、
同
会
か
ら
改
め
て
市

の
民
間
施
設
、
団
体
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
魚
津
市
の
配
分
先
は
、
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム
「
新
川
ヴ
イ
l
ラ
」
へ

備
品
購
入
の
た
め
三
十
万
円
、
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
母
子
福
祉
協
議
会
等
社

会
福
祉
関
係
の
日
団
体

へ
八
十
六
万
二

千
四
百
八
十
一
円
配
分
さ
れ
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
の
今
年
の
目
標
額
は
百
八
十
一
万

六
千
三
百
五
十
円
で
す
。

小
い
さ
く
と
も
温
い
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」
三
井
助
役
も
先
頭
に
立

‘
っ
て
歳
末
助
け
合
い
・募
金

(4) 

...展示 されて いる宇都宮
健造氏の「剣岳残雪」

歴
史
民
俗
資
料
館
に

洋
画
作
家
の
力
作
を
展
示

歴
史
民
俗
資
料
館
に
市
内
出
身
洋

画
作
家
の
力
作
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

(
日
月
末
日
ま
で
)

グ
大
豆
を
つ
く
ろ
う
グ

中

γ

空
地
や
、
あ
ぜ
な
ど
を
利
用
し
て
、

出
来
る
だ
け
多
く
自
家
用
の
豆
播
き

を
計
画
し
ま
し
ょ
う
。

来
年
の
大
豆
種
子
は
、
今
の
う
ち

か
ら
手
当
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

栄
養
士
さ
ん
を

募
集

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
新

川
ヴ
ィ

l
ラ
で
は
栄
養
士
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
願
書
提
出
は
日
月
刊
目
。

マ
選
考
は
日
月
日
日
に
行
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
新
川
ヴ
ィ
1

ラ
へ
ど
う
ぞ

宮
m
l
6
1
2
6
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E:J~ヨEm~ヨ Eヨ
皆
さ
ん
に
市
内

の
物
産
を
広
く
紹

介
し
て
、
市
内
産

業
の
振
興
発
展
を

は
か
つ
て
き
ま
し

た
魚
津
物
産
展
も
、

今
年
で
十
五
回
目

を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今

年
も
、
市
民
会
館

と
図
書
館
を
会
場

に
し
て
盛
大
に
開

催
し
ま
す
。

特
に
、
特
産
品

の
即
売
を
行
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

マ
会
期十

月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
(
毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
二
十
四
日
は
午
後
四
時

ま
で
)

マ
会
場
と
主
な
展
示
品

。
市
民
会
館

l
家
具
、
漆
器
、
仏

壇
、
経
木
、
水
産
加
工
品
、
菓

子
、
か
ま
ぼ
こ
、
林
産
物
、
内

職
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
菓
子
特
価

品
コ
ー
ナ
ー
、
電
話
コ
ー
ナ
ー
、

銘
木
、
カ
バ
ン
コ
ー
ナ
ー
。

O
市
民
会
館
広
場

l
苗
木
。

O
図
書
館

1
北
電
肌
に
よ
る
電
化

製
品
特
価
品
コ
ー
ナ
ー
(家
具
、

漆
器
、
界
風
等
)

物
産
展
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
商
工
水
産
課
宮
内
線
2
7
0
へ

ど
う
ぞ
。

4
『
出
品
さ
れ
た
五
重
の
塔
(
魚
津
漆
器
展
示
場
)

魚津善意銀行へのご寄付(敏柿略)

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
、
深
く
結
び

つ
き
、
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

郵
便
貯
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の
主

な
原
資
と
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
福

祉
を
増
進
す
る
た
め
、
住
宅
の
建
設
、

こ
の
よ
う
な
国
民
生
活
の
多
方
面
に

か
か
わ
り
の
あ
る
郵
便
貯
金
を
よ
り
発

展
さ
せ
、
正
旦
か
な
暮
ら
し
と
、
住
み

よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く
u

た
め
、
郵

政
省
で
は
十
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一

豊
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
る

生
活
環
境
の
整
備
、
道
路
建
設
、
文
教

施
設
の
拡
充
な
ど
、
各
方
面
に
融
資
さ

れ
、
そ
の
金
額
は
資
金
運
用
の
五
八

r

を
占
め
て
お
り
ま
す
。

米
寿
者
に
記
念
品
を
贈
呈

魚
津
郵
便
局
で
は
、
今
年
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
(
明
治
二
十
二
年
生
れ
)

郵
便
貯
金
月
間

日
ま
で
を
「
郵
便
貯
金
月
間
」
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
、
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

魚
津
郵
便
局
g
n
1
0
3
9
0

市
内
在
住
の
青
野
房
さ
ん
他
二
十
一

名
の
方
に
、
郵
政
大
臣
か
ら
の
記
念

品
に
お
祝
い
状
を
添
え
て
贈
り
、
長

寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

高畑栄一 大海寺野

伊東蒼生子 吉 島

森 本ミヨ 本江

米田茂袋

岩 崎健正 升田

岩 田信一 上村木一丁目

河岸時枝 本町二丁目

佐々木幸太郎 富山市松若町

安田 貢青 柳

盛 永力松 大海寺新

宮 野義昭 大海寺野

米 沢京子 上口二丁目

第8回卒業魚・西中39ルーム一同

林 幸子 大海寺町 1，323

友 田道治 新角川二丁目 3，000 

神青会代表松倉克之中央通り一丁目 17，136 

匿 名 毛糸手編袖なし 7枚

増子淳子 高校前住宅 中古衣類50点

魚・西中生徒会 f中古衣類 500点
1日用雑貨 50点

中央通り一丁目(テーフ。ル 3台
{ 2人掛いす 8脚
l補助いす 2脚

魚津善意銀行

10，000円

10，000 

50，000 

20，000 

30，000 

10，000 

20，000 

100，000 

70，000 

30，000 

20，000 

6，400 

5，000 

清一春日

市制施行25周年記念文化講演

県民税第 3期分

納期限 10月31日

10月23日午後 3時から

市民会館大ホール

慶応大学教授 池田弥三郎氏

慶応大学教授 田島一郎氏

魚津市

魚津市 PTA連絡協議会

とき

ところ

講師

催

賛

(5) 

王

協
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グ
総
合
体
育
館
を

無
料
開
放
し
ま
す
4

十
日
の
体
育
の
日
を
記
念
し
て

A

体
育
館
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

締
切
り
迫
る

第
二
回
市
走
ろ
う
か
い
大
会

十
月
十
日
午
前
九
時
か
ら
受

付
、
十
時
出
発

③
コ
ー
ス
四
キ
ロ

・
⑤
コ
ー

ヌ
・一
0
キ
ロ

マ
参
加
資
格
年
齢

・
男
女
を
問
わ
ず

健
康
な
人

マ
詳
細
は
、
九
月
号
広
報
う
お
づ
一

O

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
。

マ
参
加
申
し
込
み
締
切
り
十
月
四
日

(申
し
込
み
は
市
総
合
体
育
館
へ

)

マ
日
時

マ
種
目

』
F

昨
年
の
走
ろ
う
会
大
会
か
ら

か
ち
び
っ
こ
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
教
室
開
催
。

十
月
一
日

・
八
日

・
十
五
日

二
十
二
日

・
二
十
九
日

マ
時
間
午
後
二
時
1
午
後
四
時

マ
場
所
市
総
合
体
育
館

マ
対
象

小
学
生

マ
定
員
二

O
名
ま
で

マ
申
込
先
市
教
委
ま
た
は
総
ム
&
皆
館

マ
日
時調

魚

津

1
黒
部
j
入

和
主
口
駅
伝
競
走
大
会

十
月
二
日
制
魚
津
1
黒
部
i
入
善
間

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
発
は
、
一
般
・中
学
と
も
、
入
善
町

役
場
前
、
午
後
一
時
出
発
と
な
っ
て
い

ま
す
。
魚
津
市
役
所
前
到
着
は
、
二

時
以
後
の
予
定
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

一回
一
市
長
杯
争
奪
野
球
大

一第
一
ム
五

マ
日
時
十
月
九
日
間

・
十
六
日
間

マ
場
所
市
営
野
球
場
ほ
か

マ
参
加
資
格
軟
式
野
球
連
盟
登
録
チ

ー
ム

マ
申
込
先
市
教
委
体
育
課

・
野
球
協

会
事
務
局
(
吉
田
築
夫
方
)

ハ
ト
ン
タ

ッ
チ

d

司
(
老
人
ク
連
合
会
の
運
動
会
か
ら
)

卓
球
教
室

マ
日
時
十
一
月
六
日

・
十
三
日

・
二

十
日

・
二
十
七
日
、
・
十
二
月
四
日

・

十
一
日

・
十
八
日

・
二
十
五
日

マ

時

間

午
後
二
時
i
午
後
四
時

マ
場
所
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
少
年

・
青
年
・
婦
人
・
壮
年

マ

定

員

五

O
人

マ
申
込
先
市
教
委
ま
た
は
体
育
館

直到
市
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ー

リ
ン
グ
大
会

天
神
山
周
辺
、

五
i
六
キ
ロ

の
コ

l
ス

マ
日
時
十
月
二
十
三
日
目
午
前
九
時

マ
種
別
初
級
の
部
・
中
級
の
部

マ
対
象
者

一
般
市
民

マ
申
し
込
み
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ

(二

1
四
人
)
で
編
成
し
て

く
だ
さ
い
。

中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま

す
。

マ
申
込
先
市
教
委
体
育
課

十
月
二
十
日
嗣
ま
で

マ
会
場

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

.
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
開
催
案
内

今
年
も
い
よ
い
よ
第
二
回
市
民
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

は
男
子
の
み
と
し
、
九
名
の
総
年
齢
が

三
百
歳
以
上
に
な
れ
ば
チ
l
ム
成
立
と

い
う
方
式
を
と
り
入
れ
ま
し
た
。

又
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、

婦
人
に
か
ぎ
ら
ず
昨
年
同
様
一
般
女
子

も
参
加
出
来
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
各

事
業
所
や
、
地
区
で
チ

l
ム
編
成
を
し

て
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
よ
う
希
望

し
ま
す
。

ま
た
、
一
回
で
負
け
て
終
り
で
は
な

く
、
リ
ー
グ
戦
方
式
を
と
り
入
れ
る
の

と
夜
間
開
放
校
を
利
用
し
て
実
施
す
る

の
が
今
年
の
特
徴
で
す
。

※
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
(
男
子
)

日
時
十
月
十
二
日
午
後
七
時
か
ら
開
始

西
部
中
学
校
体
育
館

九
人
の
総
年
齢
が
三
百
歳
以
上

で
あ
れ
ば
出
場
可
。
年
齢
は

十
月
一
日
現
在
の
満
年
齢
で

計
算
す
る
。

補
欠
三
人
は
総
年
齢
で
百
歳

以
上
に
な
る
こ
と
。

※
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
十
月
十
二
日
午
後
七
時
か
ら
開
始

場
所
西
部
中
学
校
体
育
館

資

格

中

・
高
校
生
を
除
く
一
般
女
子

と
婦
人

。
申
し
込
み
締
切
り
両
大
会
と
も
十

月
七
日
幽
ま
で

。
代
表
者
会
議
十
月
八
目
的

@

一
チ
ー
ム
編
成
に
あ
た
っ
て
は
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
集
め
な
い
こ

と
(
特
に
一
般
女
子
)

二
参
加
者
で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必

ず
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
申
し
込
み
は
、
市
教
育
委
員
会
体
育

課
ま
た
は
総
合
体
育
館
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
員
ま
で
。

(6.) 

資 場
格所

4

司
も
う
一
点

l
ガ
ン
バ
ッ
テ
イ

i
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+
人
の
う
ち
八

人
が
「
体
力
に

自
信
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
生
ま
れ
た
の
が
、
体
力

づ
く
り
国
民
運
動
で
す
。

体
力
づ
く
り
と
い
う
の
は
「
自
分
に

合
っ
た
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
、
自
分
に
適
し
た
休
養
を
生
活
の
な

か
に
と
り
入
れ
る
」
こ
と
で
す
。

あ
な
た
も
体
力
づ
く
り
運
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

十
回
を
終
え
て

経

田

中

町

清

水

明

美

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
に
と
じ
こ
も
り
が

ち
の
私
達
主
婦
に
と
っ
て
、
運
動
不
足

.A.清水明美さん

は
必
至
の
こ
と
で
す
。
私
も
そ
の
中
の

一
人
で
、
い
つ
も
運
動
不
足
を
解
消
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
は
な
い
か
、
身
近
に
ゆ

け
る
場
所
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
矢

先
、
小
学
校
の
体
育
館
を
利
用
し
て
主

婦
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
聞
か
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
主
人
と
母
の
理
解

や
協
力
も
あ
っ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
学
生
時

代
に
体
育
で
習
っ
た
程
度
で
、
全
く
の

初
心
者
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
で
し
た

か
ら
実
の
と
こ
ろ
つ
い
て
ゆ
け
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。

だ
が
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
そ
ん
な
心

配
は
無
用
の
一
語
で
し
た
。
初
歩
的
な

練
習
か
ら
一
歩
進
ん
だ
練
習
と
、
汗
ま

み
れ
に
な
っ
て
動
き
回
っ
て
い
る
と
、

時
の
た
つ
の
が
早
く
、
と
っ
て
も
充
実

感
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
毎
週
水
曜
日
が
待
ち
ど
う

し
く
、
楽
し
み
が
一
つ
で
き
た
よ
う
で
、

自
分
の
生
活
に
も
何
か
張
り
が
生
ま
れ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

教
室
の
最
中
に
市
民
体
育
大
会
が
あ

り
、
チ
ー
ム
作
り
も
ま
だ
で
き
上
が
っ

て
い
な
い
の
に
出
場
し
た
の
で
す
。
言

う
ま
で
も
な
く
新
人
ば
か
り
の
私
達
チ

ー
ム
と
、
数
年
や
っ
て
お
ら
れ
る
他
チ

ー
ム
と
で
は
問
題
に
な
ら
ず
一
回
戦
で

惨
敗
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
時
皆
が
次
こ
そ
は
と
い

う
気
持
に
な
っ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
と
に
も
か
く
に

も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
十
回
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
経
験
を
い
か

し
て
、
よ
り
多
く
の
人
と
チ
ー
ム
の
熱

意
を
高
め
、
婦
人
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

広
げ
、
楽
し
み
な
が
ら
主
婦
の
体
力
づ

く
り
と
健
康
増
進
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

10月総合体育館予定行事
日 BM 時間 室名 行 事 名

l 土 畳 中体 トラ ンポリン教室

2 日 朝・畳 大体 日本カーパイ ドバ ドミ ン トン大会

3 月 休 自官 日

4 -火

5 7jく

6 木

7 金

8 土 畳 中体 トラ ンポ リン教室

9 日
⑩ @ 全 日 全 体育の日記念全館無料開放

11・火 休 自官 日

12 水

13 木

14 金

15 主 畳 中{本 トラ ンポリン教室

16 日 朝・畳 大体 新川トラ ック協会運動会

17 月 {木 館 日

18 火

19 水

20 木

21 金 朝・畳 大体 魚津市老人スポーツ大会

22 土 畳 中{本 トラ ンポリ ン教室

朝・畳 大体 青少年育成親子レク リェーション大会
23 日

畳 中{本 第14回魚津市卓球選手権大会

24 月 休 告官 日

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土 畳 中休 トラ ンポリ ン教室

30 日 北選手陸権実業大 会団バスケ(2ッ9・ト30ポ日ー)ル

31 月

総合体育館は予定行事をご覧になって

ご利用ぐださい。

…あなたと市政をむすぷ

二
二
・
四

%
lこ

の
数
字
は
、
国
の
世

論
調
査
で
「
体
力
に

自
信
が
あ
る
」
と
答

え
た
人
の
割
合
で
す
。

暮
ら
し
が
豊
か
に

な
り
、
平
均
寿
命
も

世
界
で
一
、
二
位
と

い
わ
れ
な
が
ら
、
国

民
の
四
分
の
三
が
体

力
に
自
信
が
持
て
な

い
と
い
う
の
は
困
っ

た
こ
と
で
す
。

す
べ
て
の
国
民
が
、

体
力
に
自
信
が
も
て

る
よ
う
、
自
分
か
ら

進
ん
で
努
力
し
よ
う

十
一
月
の
歩
こ
う
会

十
一
月
の
歩
こ
、
え
E
は
、
六
日
滑
川
市

東
福
寺
野
自
然
公
園
方
面
に
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
午
前
九
時
八
分
発
上
畠

山
行
電
車
に
乗
車
!
占
・
加
積
駅
下
車
(
徒

歩
約
七
三
上
果
福
寺
野
自
然
公
園
。

中
食
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
予
定
で
す
。

ご
飯
だ
け
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

費
用
は
電
車
賃
、
入
園
料
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
材
料
代
を
含
め
て
大
人
八
五

O
円

小
人
六

O
O円
で
す
。
参
加
者
は
、
午

前
九
時
ま
で
に
電
鉄
魚
津
駅
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。

準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参

加
希
望
者
は
十
月
三
十
日
ま
で
市
教
育

委
員
会
体
育
課
宮
内
線
2
0
5
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

体
育
施
設
の
利
用
に

つ

い
て
ち
ょ
っ
と
一

言

八
月
二
日
、
夜
間
照
明
施
設
が
西
中

グ
ラ
ン
ド
に
完
成
し
て
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま

す。
ご
存
知
の
よ
う
に
学
校
開
放
の
主

旨
は
、
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
か

ぎ
り
開
放
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
ピ
ン
類

や
カ
ン
類
等
は
、
指
定
場
所
に
す
て

る
こ
と
と
、
使
用
後
は
、
翌
日
生
徒

が
気
持
よ
く
使
え
る
よ
う
に
利
用
者

会
員
で
整
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
屋
内
の
体
育
館
で
も
い
え

v

る
こ
と
で
す
。
利
用
し
た
ら
必
ず
清

掃
し
て
、
き
た
と
さ
よ
り
も
美
し
く

し
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

(7) 
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誠
一
農
漁
穆
盛
一
護
軍

議
議
清
一
筆
諜
脚
立

市
が
固
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
の
指
定
を
受
け
、
日
常
的
な

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励
し
て
い
ま
す
が
、
各
種
計
画
の
実
施
に
さ
き
だ
っ
て
、

今
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
こ
ら
れ
た
方
々
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
を
語
っ

て
も
ら
い
皆
さ
ん
の
参
考
に
し
た
い
と
特
集
を
組
ん
で
見
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
の
勧
め

(
県
派
遣
社
会
体
育
主
事
)

山

口

直

治

最
近
市
の
体
育
施
設
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
盛
ん
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

健
康
都
市
宣
言
を
し
た
当
市
と
し
て
は

大
変
意
義
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
か
ら
二
か
年
継
続
事

業
と
し
て
国
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成

市
に
指
定
さ
れ
、
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ

を
目
指
し
て
こ
の
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
愛
好
者
の
自
発
的
な
結
合
に
基
づ
い

て
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
い
、

健
康
の
増
進
と
相
互
の
協
調
、
親
睦
を

図
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
る
い
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
作
り
に
寄
与
す
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
も
、
上
述
の
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
に
あ
る
わ
け
で
、
個

人
的
に
活
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、

グ
ル
ー
プ
等
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

き
っ
と
今
以
上
に
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
、

楽
し
さ
を
、
経
験
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
又
、
市
で
は
体
育
施

設
を
利
用
さ
れ
る
方
が
互
い
に
有
効
に

利
用
さ
れ
る
た
め
、
ク
ラ
ブ
あ
る
い
は

グ
ル
ー
プ
の
登
録
制
度
を
と
り
入
れ
、

優
先
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
職
場

h

地
域
、
町
内
会

等
で
現
在
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
化
し
て
い

る
団
体
は
、
市
教
委
体
育
課
、
あ
る
い

は
地
区
の
体
育
指
導
委
員
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

体
育
の
秋
で
す
。

ク
ラ
ブ
を
作
っ
て

あ
な
た
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

企山口直三台先生

主主拡

(
魚
津
走
ろ
う
会
会
員
)

油

本

十

郎

五
十
一
年
一
月
号
の
広
報
う
お
づ
に
、

走
ろ
う
会
の
事
が
出
て
い
ま
し
た
。
ハ

テ
ナ
と
好
奇
心
に
か
ら
れ
一
月
七
日
夜

七
時
半
体
育
館
へ
行
っ
て
見
ま
し
た
。

若
い
方
、
中
年
の
方
男
女
三

O
人
が
来

て
お
ら
れ
、
私
の
よ
う
な
老
人
は
一
人

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
し
キ
マ
リ
が

悪
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
が
、
館
長

の
寺
崎
先
生
と
浦
田
先
生
の
指
導
の
も

と
に
、
そ
の
日
は
一
週
百
五
十

μ
の
コ

ー
ス
を
十
周
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
大
変
、
翌
日
二
日
間
は
足

が
痛
く
動
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

私
は
若
い
時
か
ら
競
争
に
弱
く
、
走

る
こ
と
に
全
く
自
信
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
中
年
か
ら
日
ご
ろ
歩
く
こ
と
に

は
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
好
奇
心
で
走
っ
て
見
た
の

で
す
が
、
案
外
弱
い
も
の
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
が
、
次
の
水
曜
日
に
ま
た
十

周
走
り
ま
し
た
。
今
度
は
、
足
は
何
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
信
が
で
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
毎
週
走
り
続
け
、
十
周
が
十

五
周
・二
十
周
、
そ
し
て
三
・
四
十
周
し

て
も
何
で
も
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
訓
練
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
一
年
九
か
月
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
走
っ
て
い
る
と
つ
い
競
争
心
が

.A.;由本十郎さん

起
こ
る
の
で
す
が
、私
ら
高
齢
者
に
は
、

競
争
心
は
絶
対
い
か
ん
な
あ
と
思
い
ま

す
。
必
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
無
理
せ
ず
走

る
、
そ
れ
が
健
康
の
源
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
花
壇
の
手
入
れ
と
共
に
何
時
ま

で
走
れ
る
か
な
あ
・
・
・
・
・
・
八
十
過
ぎ
ま
で

出
来
れ
ば
な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で

し
ょ
う
か
ね
。
五
十
歳
を
過
ぎ
た
方
は

歩
く
事
を
す
す
め
ま
す
。
健
康
は
人
生

幸
福
の
源
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
無
理
せ
ず
共
に
走
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

必
V晶
-vA・
7
&
V晶
・

7畠
干

&-v&-v&-v

(
経
団
小
学
校
六
年
)

藤

井

貴

子

私
は
今
年
四
月
経
団
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
り
活
動
し

て
い
ま
す
。
入
団
時
希
望
者
が
多
く
「
入

団
テ
ス
ト
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
格
し

た
の
で
う
れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
練
習
は
と
て
も
き
び
し
く
次
の

日
に
は
腹
や
足
が
痛
く
、
笑
っ
た
り
、

走
っ
た
り
す
る
と
と
て
も
苦
し
か
っ
た
。

し
か
し
今
は
と
て
も
楽
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
中
で
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
サ
l
プ
を
十
本
続
け
て

入
れ
な
い
と
グ
ラ
ン
ド
を
十
周
走
ら

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
苦
し
み
の
中
で
喜
び
も
あ
り
ま

A藤井貴子さん

し
た
。
七
月
の
市
民
体
育
大
会
で
優
勝

し
た
の
で
す
。
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
な
に

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
少
年
団
に
入
っ
て
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
五
年
生
の
人
た
ち
と
仲
よ

し
に
な
っ
た
り
、
新
し
い
友
だ
ち
も
三

1
四
人
作
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
少
な

い
私
に
と
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

っ
た
こ
と
は
大
変
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す。
こ
れ
も
み
な
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先

生
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
い
感
謝
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
勉
強
の
秋

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
も

勉
強
に
も
力
を
入
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

と
お
し
て
か
ら
だ
を
ぴ
し
ぴ
し
き
た
え

て
卒
業
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

-
v

・v
-
v
a
E
V企
-va-v

・v・晶・
7畠
-v

(
整
美
体
操
ク
ラ
ブ
会
員
)

行

沢

美

津

子

日
ご
ろ
運
動
不
足
で
な
ん
と
な
く
体

調
の
悪
さ
を
気
に
し
な
が
ら
、
家
事
に

追
わ
れ
た
日
々
を
過
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
あ
る
き
っ
か
け
で
週
に
二
回
の
体

力
づ
く
り
ク
ラ
ブ
へ
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

初
め
は
ひ
ま
な
人
の
や
る
こ
と
だ
と

か
い
っ
た
批
判
な
り
、
家
を
あ
げ
る
事

の
気
持
ち
の
問
題
で
な
や
ん
だ
も
の
で

す
が
、
現
在
は
運
動
が
自
分
の
生
活
の

パ
タ
ー
ン
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
、
何
か

の
都
合
で
休
む
と
、
本
当
に
体
の
調
子

が
く
る
っ
て
し
ま
い
早
く
次
の
日
が
来

る
の
を
待
つ
状
態
で
す
。
週
に
二
回
で

す
が
、
自
分
の
体
力
に
応
じ
て
体
を
動

(8) 
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か
す
こ
と
が
私
の
健
康
を
保
つ
一
番
の

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

同
じ
思
い
の
仲
間
の
人
達
と
、
体
操

一
路
に
何
ご
と
も
忘
れ
打
ち
こ
む
一
時

間
半
、
一
汗
、
二
汗
流
し
て
か
ら
の
ス

カ
l
ッ
と
し
た
気
分
は
、
何
物
に
も
優

る
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
で
も
あ
り
、
又

健
康
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
知
る
の
で

す
。
お
か
げ
で
、
こ
の
運
動
の
場
を
通

じ
て
沢
山
の
仲
間
も
で
き
、
同
じ
者
同

志
の
心
の
共
通
を
感
じ
、
う
ち
あ
け
た

話
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
得
る
こ
と

が
出
来
る
こ
と
は
ほ
ん
と
う
に
し
あ
わ

せ
で
す
。

こ
の
体
力
づ
く
り
は
、
私
に
と
っ
て

ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
・
人
生
勉
強
の
場

と
家
庭
の
次
に
大
切
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
私
は
体
の
許
す
か
ぎ
り
続
け
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

&
V品
・

7
&
v
&
v
&
V
&
'
&
v
&
'
&
v

(
住
吉
マ
マ
さ
ん
バ
レ

l
)

松

本

喜

美

子

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

ら
し
き
こ
と
は
青
年
団
で
一
時
期
し
ま

し
た
が
、
家
庭
に
入
っ
て
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
と
思
う
よ
り
、

や
ろ
う
と
い
う
気
が
起
こ
ら
な
か
っ
た

と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
住
吉
地
区
に
マ
.マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
ろ
う
と
の
話
し
が

企行沢美津子さん

も
ち
上
り
、
私
も

や
っ
て
み
よ
う
と

腰
を
上
げ
た
の
で

す
。
最
初
小
学
校

の
講
堂
を
二
周
か

け
足
す
る
と
足
は

が
く
が
く
、
息
は

ハ
l
ハ
l
:
:
:
ま

る
で
自
分
の
体
に

鉛
が
付
い
て
い
る

ょ
う
で
、
思
う
よ
う
に
走
れ
な
く
ず
い

ぶ
ん
年
齢
を
感
じ
ま
し
た
。
な
さ
け
な

く
も
ま
た
か
な
し
く
も
思
い
ま
し
た
。

い
く
ら
化
粧
を
念
入
り
に
し
、
若
く
見

せ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
体
力
が
劣
っ
て

い
て
は
一
時
し
の
ぎ
の
雨
宿
り
と
痛
感

し
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
私
は
、
こ
れ
か
ら

先
健
康
で
い
る
た
め
に
は
身
体
を
動
か

し
、
身
心
共
に
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
と
思
っ
て
練
習
に
出
か
け
る
の
で
す
。

特
に
私
の
家
の
特
徴
は
、
主
人
と
一
緒

に
出
か
け
汗
を
流
し
て
い
る
こ
と
だ
と

呆:嵐::削減

思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
家
庭
生
活
が
一
段
と

明
る
く
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
し
、
話

題
も
多
く
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
が
っ
た
わ

っ
て
き
ま
す
。
又
、
私
達
の
グ
ル
ー
プ

の
中
で
、
仕
立
物
で
肩
が
張
る
の
で
こ

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
入
っ
た
人
が
、
そ

...松本喜美子さん

れ
以
来
肩
が
こ
ら
な
い
と
い
っ
て
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
一
方
今
ま
で
顔
を
知

ら
な
い
方
、
顔
は
知
っ
て
い
て
も
あ
い

さ
つ
も
し
な
か
っ
た
方
達
が
、
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
親
し
い
お
友
達

が
出
来
る
こ
と
も
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
と
笑
顔
で
話

し
合
え
る
と
思
う
と
胸
が
躍
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か

っ
た
。
私
は
日
々
を
し
あ
わ
せ
に
送
っ

て
お
り
ま
す
。

。。@・》&'e-V@・
ψ

(
魚
津
陸
上
競
技
協
会
員
)

竹

田

賢

治

中
学
時
代
あ
ま
り
体
の
丈
夫
で
な
か

っ
た
私
は
、
高
校
一
年
生
の
時
、
な
ん

と
か
健
康
な
体
に
な
り
た
い
と
思
い
陸

上
競
技
部
に
入
っ
た
。
最
初
は
部
員
に

つ
い
て
行
け
ず
何
時
も
ビ
リ
の
方
を
走

っ
て
い
た
。
三
年
間
一
生
懸
命
が
ん
ば

っ
て
見
た
が
一
向
に
速
く
走
れ
ず
、
県

大
会
で
は
と
う
と
う
最
下
位
を
守
り
通

し
た
。
そ
れ
で
も
走
り
続
け
て
い
る
う

ち
に
少
し
ず
つ
記
録
も
伸
び
、
二
十
五

歳
で
埼
玉
国
体
に
出
場
し
た
。
こ
れ
で

最
近
、
あ
な
た
は
太
り
す
ぎ

た
り
、
体
力
が
め
っ
き
り
お
と

ろ
え
た
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う

に
感
じ
る
人
の
ほ
と
ん

ど
は
、
栄
養
の
と
り
す

ぎ
や
運
動
不
足
な
の
で
す
。

体
力
の
お
と
ろ
え
を
防
ぐ
に

は
、
特
別
の
こ
と
を
必
要
と
し

走
る
の
を
や
め
て
も
よ
い
と
思
っ
た
が

健
康
の
た
め
出
来
る
だ
け
続
け
よ
う
と

思
い
、
グ
ラ
ン
ド
や
ロ

l
ド
で
毎
日
走

り
続
け
た
。
人
間
の
身
体
は
不
思
議
な

こ
と
に
、
鍛
練
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
強
く

な
る
も
の
で
あ
る
。
三
十
歳
こ
ろ
に
は

最
高
に
記
録
も
伸
び
、
精
神
的
に
も
充

実
し
、
自
己
記
録
を
数
々
更
新
し
、
日

本
全
国
種
々
の
大
会
に
参
加
し
て
、
各
地

の
人
達
と
の
交
流
を
深
め
友
も
た
く
さ

ん
出
来
ま
し
た
。
走
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
出
合
い
は
生
ま

れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

又
、
昨
年
は
第
八
十
回
ボ
ス
ト
ン
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、
夢
に
ま
で
見
た
海

外
で
の
レ
ー
ス
が
実
現
し
、
す
ば
ら
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
建
国
二

百
年
祭
と
重
り
、
あ
の
熱
狂
的
な
ボ
ス

ト
ン
市
民
の
応
援
は
、
今
も
脳
裏
に
新

ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
歩
く
距
離
を
だ
ん
だ
ん

延
ば
し
た
り
、
な
わ
飛
び
ゃ
柔
軟
体
操

す
ぐ
で
き
る
体
力
づ
く
り

な
ど
、
軽
く
汗
ば
む
く
ら
い
の
運
動
を

す
る
だ
け
で
十
分
で
す
。

ま
た
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

企竹田賢治さん

し
く
残
っ
て
い
ま
す
。
一
生
官
忘
れ
る

事
の
出
来
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
特
に
世
界
中
が
成
人
病
の
予

防
と
体
質
改
善
に
と
、
著
名
な
医
師
達

が
先
頭
に
た
っ
て
自
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

実
行
し
奨
励
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

爆
発
的
な
プ
l
ム
を
呼
ぴ
、
今
年
の
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
で
は
老
若
男
女
が
何
と
一

万
人
も
参
加
し
、
当
市
の
走
ろ
う
会
か

ら
も
数
人
参
加
し
、
全
員
完
走
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
も
何

か
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
、
健

康
保
持
に
努
め
て
見
ま
せ
ん
か
。

走
り
始
め
て
二
十
一
年
間
自
分
で
も

感
心
す
る
程
良
く
走
り
続
け
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
周
囲
の
人
の
暖
か
い
理

解
と
家
庭
の
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
競
技
に
勝
つ
こ
と

の
み
で
な
く
、
た
だ
健
康
第
一
の
為
と

い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
限
り
な
く
走
り

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
走
り
終

っ
た
後
の
あ
の
爽
快
な
気
持
が
た
ま
ら

な
く
す
ば
ら
し
い
か
ら
。

適
量
の
食
事
を
規
則
正
し
く
と

る
こ
と
も
、
体
力
づ
く
り
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

夜
ふ
か
し
は
禁
物
で
す
。

ひ
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
が
、
体
力
つ
く
り
に

役
立
ち
ま
す
。

(9) 
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市

iR 
料
編
編 .
さ ー
ん
室
カ、

勺

(7) 

ホす

御

nu-
r
r
r
 

加
賀
百
万
石
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

藩
政
期
の
為
政
者
の
収
入
は
米
で
代
表

さ
れ
、
米
の
収
穫
の
多
さ
が
藩
の
経
済

力
に
即
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
為
政
者
は
農
民
に
対
す
る
監
視

の
目
を
光
ら
せ
、
そ
の
取
立
て
に
は
酷

な
ま
で
の
手
段
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

各
村
々
に
残
さ
れ
て
い
た
古
い
書
榔

の
中
に
「
付
御
印
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

藩
主
か
ら
下
賜
さ
れ
た
貴
重
な
も
の
と

い
う
こ
と
で
、
桐
の
「
御
印
箱
」
に
大
切

に
納
め
、
村
の
代
表
者
が
代
々
保
存
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
村

の
米
の
収
穫
高
が
記
さ
れ
、
そ
れ
に
対

す
る
租
税
率
と
雑
租
税
が
定
め
ら
れ
て

い
て
、
毎
年
こ
れ
に
よ
っ
て
苛
酷
な
徴

収
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

、‘
t
-
t
京
将
、ωぷ
p
i
t
h
v

砂
西
尾
崎
村
御
印
箱

秋
の
訪
れ
と
と
も
に
読
書
週
間

(
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
九

日
ま
で
)
が
、
は
じ
ま
り
ま
す
。

標
語
に
二
冊
の
本
か
ら
何
か
が
始

ま
る
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
図
書
館
で
は
、
次
の
よ
う

な
読
書
会
を
計
闘
し
ま
し
た
の
で
、
}

参
加
く
だ
さ
い
。

読
書
会
へ
の
お
さ
そ
い

と

き

叩

月

m日
ω

午
後
1
時
初
分
か
ら

と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

テ
キ
ス
ト

「
湖
の
伝
説
」梅

原

猛

著

ご
一
緒
に
読
み
ま
し
ょ
う

参
加
申
込
み
は
図
書
館
へ

で
ん
わ
辺
|
0
4
6
2

秋
の
特
別
整
理
休
館
の

お
し
ら
せ

本
の
整
理
作
業
を
行
う
た
め
に
次
の

よ
う
に
休
館
い
た
し
ま
す
。

十
月
八
日
か
ら
十
月
十
七
日
ま
で
の

十
日
間
で
す
。

十
八
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
人
三
冊
以
内
二
週
間
か
り
れ
ま
す

貸
出
は
無
料
で
す
。

ま
た
十
一
月
に
は
、
「
地
方
出
版
物
展

示
会
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
く
は
い
っ
た
本
か
ら

ク
オ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
の
発
想

渡
部
昇
一
著

「
知
的
生
活
の
方
法
」
の
著
者
が
、

こ
ん
ど
は
、
ク
オ
リ
テ
ィ
(
質
)
の
ラ

イ
フ
(
よ
い
生
活
)
す
な
わ
ち
「
量
よ

り
質
の
生
活
」
に
つ
い
て
、
書
い
て
い

ま
す
。毎

日
一
時
間
、
仕
事
と
直
接
関
係
の

な
い
こ
と
で
頭
を
使
お
う
と
決
心
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活

の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
一
変
す
る
だ
ろ
う
と

予
想
し
て
よ
い
。
(本
文
よ
り
)

カ
ル
テ
の
余
白

な
だ
い
な
だ
著

声
高
に
叫
ば
れ
る
こ
と
が
、
か
な
ら

ず
し
も
事
実
で
は
な
い
。
真
実
は
、
む

し
ろ
小
さ
な
声
で
語
ら
れ
る
:
:
:
エ
ッ

セ
イ
集
。

マ
マ
は
失
敗
の
名
人橋

シ

ズ

エ

著

チ
ビ
と
ノ
ツ
ポ
の
新
婚
生
活
、
ご
め

ん
ね
赤
ち
ゃ
ん
、
新
米
マ
マ
。
失
敗
し

な
が
ら
二
児
誕
生
ま
で
の
愉
快
な
記
録

で
す
。お

ふ
く
ろ
の
味

土

井

勝

著

日
本
の
各
地
の
料
理
を
な
に
げ
な
く

コ
ツ
を
教
え
な
が
ら
解
説
し
て
い
ま
す
。

。。

こ
ど
も
の
つ
ど
い

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

ω月
の
お
し
ら
せ

3
日
仰
な
ぞ
な
ぞ
・
ク
イ
ズ

さ
あ
、
い
っ
し
ょ
に
頭
の

た
い
そ
う
を
し
よ
う
。

日
日

ω
ゲ
l
ム

た
の
し
い
ゲ
l
ム
が
い
つ

乎
品
い
/
-

3
じ
刊
ぷ
ん
か
ら
ニ
ど
も
の

へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

4
閣
咽

炉

町

寸

位

争

晴

晴

1

a園
田

と

木

Fr
M

8
1
4
.
U

D
-
-
1
-館
村
引
引
込
比
町
一
明
叶
聞
間

以
量
量
冨
会
下
3
m
μ

問
ゅ
の
け
μ

期
日
刊
明

広
H
口
市
一
問
主
賢
官
恥

制

限

』

司

船

閑

9
こ

封

休

日

秋
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八
月
二
十
五
日
午
後
一
時
、
大
勢
の

人
達
の
見
送
り
を
受
け
て
富
山
新
港
を

出
航
。
四
月
か
ら
延
べ
八
日
間
の
規
律

正
し
い
研
修
を
受
け
て
学
ん
だ
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
へ
向
か
っ
て
。

ソ
ビ
エ
ト
は
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
内
部
は
あ
ま
り
に
も
未
知
で
あ
る
。

今
、
そ
の
未
知
の
世
界
を
自
分
の
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん
な
期
待
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
の
旅
立
ち
で
し
た
。

ナ
ホ
ト
カ
ま
で
二
十
七
時
間
。
船
の

中
で
は
県
知
事
と
の
つ
ど
い
や
、
組

・

班
別
に
別
れ
て
の
研
修
、
夜
は
ダ
ン
ス

で
団
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
た
り
し
な

が
ら
二
十
六
日
午
後
五
時
着。

初
め
て

足
を
踏
み
入
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
。
市
長
さ

ん
は
じ
め
、
ピ
オ
ネ
l
ル
の
子
供
達
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
歓
迎

は
私
達
の
旅
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
パ
ス
で
日
本
人

墓
地
を
墓
参
。
緑
の
木
々
に
固
ま
れ
て

静
に
眠
る
幾
多
の
人
々
の
前
で
手
を
合

わ
せ
た
時
、
ど
ん
な
に
か
こ
の
人
達
は

日
本
へ
帰
り
た
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
と

胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
し
た
。

午
後
八
時
太
平
洋
駅
か
ら
極
東
列
車

に
乗
り
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ま
で
十
五
時
間

駅
員
や
車
掌
の
多
く
が
女
性
で
し
た
。

汽
車
の
通
路
か
ら
車
外
の
景
色
を
撮
影

し
て
注
意
を
受
け
た
人
も
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
初
め
て
ソ
ビ
エ
ト
の
秘
密
主
義

を
戚
い
じ
ま
し
た
。
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
で
現

地
青
年
と
の
交
歓
会
。

言
葉
は
う
ま
く
通
じ
な
い
け
れ
ど
、

そ
こ
は
同
じ
若
者
同
士
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
話
や
踊
り
の
輪
が
広
が
る
。
ソ
ビ

エ
ト
の
人
達
は
明
る
く
積
極
的
に
私
達

に
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
二
十
八

日
、
河
幅
三
J
の
ア
ム
ー
ル
河
遊
覧
後
、

飛
行
機
で
首
都
モ
ス
ク
ワ
へ
。

八
時
間
三
十
分
の
飛
行
の
問
に
二
度

の
食
事。

や
が
て
雲
の
切
れ
聞
か
ら
緑

の
タ
イ
ガ
(
森
林
地
帯
)
が
広
が
る
。

青
年
の
船
に
参
加
し
て

小
畠

真

知

子

広
い
。
本
当
に
広
い
。

な
の
で
す
。

こ
こ
で
七
時
間
と
い
う
大
き
な
時
差

を
体
験
し
ま
し
た
。
私
の
頭
は
夜
の
十

一
時
な
の
に
モ
ス
ク
ワ
は
午
後
四
時
。

こ
の
日
は
五
度
の
食
事
と
、
七
時
間
の

行
動
時
間
の
延
長
に
疲
れ
ま
し
た
。
空

港
か
ら
市
心
へ
走
る
道
路
の
両
側
に
立

ち
並
ぶ
近
代
的
な
高
層
ア
パ
ー
ト
群
。

モ
ス
ク
ワ
の
街
は
古
い
建
物
と
近
代

的
な
建
物
が
ク
レ
ム
リ
ン
宮
殿
を
中
心

に
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し

っ
く
り
と
と
け
こ
み
違
和
感
が
少
し
も

一
面
が
緑
一
色

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
街
の
い
た
る
所
に

レ
1
ニ
ン
は
じ
め
活
動
家
達
の
銅
像
や

緑
の
公
園
が
見
ら
れ
ま
す
。

娯
楽
施
設
の
少
な
い
ソ
ビ
エ
ト
の
人

達
に
と
っ
て
、
公
園
は
大
切
な
憩
の
場

の
一
つ
な
の
で
す
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も

家
や
バ
ル
コ
ニ

ー
に
花
が
植
え
て
あ
り

ま
す
。こ

れ
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
人
達
の
心
の

暖
さ
を
表
わ
す
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
イ
ル
ク

l
ツ
ク
で
栄
光
の
広
場
の

永
遠
の
灯
を
守
る
ピ
オ
ネ
l
ル
の
少
年

達
の
姿
に
ソ
ビ
エ
ト
を
見
た
と
思
い
ま

し
た
。無

名
戦
士
の
慰
霊
碑
を
何
の
抵
抗
も

な
く
、
銃
を
手
に
交
代
で
守
っ
て
い
る

彼
等
、
私
に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
の
人
達
は
、

小
学
校
に
入
学
し
た
時
か
ら
、
レ
l
ニ

ン
の
偉
大
さ
や
愛
国
精
神
を
教
え
こ
ま

れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
二
週
間
の
旅
で
感
じ
た
こ
と
は

私
達
は
何
と
豊
か
な
生
活
、
何
と
自
由

で
わ
が
ま
ま
な
生
活
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
言
う
事
で
し
た
。
最
後
に
深
く

心
に
残
る
思
い
出
と
し
て
、
イ
ル
ク

l

ツ
ク
工
科
大
学
で
の
交
歓
会
の
時
、
ソ

ビ
エ
ト
の
青
年
達
が
、
私
達
の
踊
っ
た

蝶
六
を
覚
え
た
い
と
言
っ
て
、

一
緒
に

踊
っ
た
こ
と
で
す
。
あ
の
時
の
感
激
は

何
と
も
言
え
な
い
も
の
で
し
た
。

最
後
に
、
多
く
の
若
者
と
話
を
し
た

貴
重
な
体
験
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
プ

ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

，"へ.
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おし

こまつだときには、ご利用くだ
さい。

相談料はいりません。

市民相談
物価問題等相談
日曜日を除き毎日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで

市役所市民相談室

五
十
三
年
歌
会
始
の
お
題
は
、
「
母
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

歌
に
は
母
(
は
は
)
の
語
意
の
あ
る

他
の
言
葉
た
と
え
ば
「
た
ら
ち
ね
」

・

「
め
お
や
」
な
ど
と
用
い
て
も
よ
い
が
、

人
間
を
は
じ
め
生
命
の
あ
る
動
物
の
女

親
を
題
材
と
し
た
歌
に
限
る
。
し
た
が

っ
て
、
母
国

・
母
校
な
ど
と
し
て
用
い

な
い
こ
と
。

詠
進
の
期
間

本
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま

で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が
十

月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま

す。郵
便
の
あ
て
先

一
T
m東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一

号

宮

内

庁

と

し

、
封
筒
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
緑
の
牧
場
と
畜
産
に
一
般

県
民
の
認
識
を
深
め
る
た
め
牧
場
ま
つ

行 政 相 談
毎月第 1.第3木曜日

午後オ時-4時
市役所市民相談室

行政相談委員住吉智恵子氏

末広町10の17 ft22 -3906 

り
を
開
催
し
ま
す
。
無
料
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
運
行
も
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
十
月
八
日

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
行
時
刻
表

魚
津
駅
発
午
前
九
時

午
前
十
時
三
十
分

新
川
育
成
牧
場
発

午
後
二
時

午
後
三
時
三
十
分

マ
開
催
場
所
宇
奈
月
町
栃
屋

組
合
立
新
川
育
成
牧
場

マ
行
事
放
牧
牛
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

や
、
牧
場
写
生
大
会
(
小
里
子
生
)
外
六

場日
所時

十
月
七
日

魚
津
市
相
木

魚
津
市
家
畜
市
場

新
川
地
区
畜
産
振
興
会
連
絡
協

議
会

朝
日
町

・
入
善
町

・
宇
奈
月
町

黒
部
市

・
魚
津
市
と
各
農
業
団

体

主
催

後
援

~通事故相談(巡回)
10月 5 日夜~ 10月19目的

人 権 相 談
日曜日を除き包日

午前9時~午後4時まで
土曜巴は正午まで

富山地方法務局魚津麦胃

午前10時~午後3時
県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

出
品
区
分
と
頭
数

乳
用
牛
経
産
牛

未
経
産
牛

肥
育
牛

経
産
豚

未
経
産
豚

一O
頭

一
五
頭

四

O
頭

一O
頭

一O
頭

肉

豚

一

五

頭

な
お
、
出
品
に
つ
い
て
の
詳
細
は
市

農
政
課
畜
産
係
宮
内
線
2
6
8
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肉
用
牛

豚母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
、
明
日
へ
の
希

望
と
明
る
く
健
全
な
生
活
を
送
る
た
め
、

十
月
二
十
三
日
(
日
)
一
日
お
父
さ
ん

と
の
運
動
会
を
聞
き
ま
す
。

皆
さ
ん
せ
い
ぜ
い
お
誘
い
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

十
月
二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

マ
場
所

村
木
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

(
雨
天
の
場
合
同
校
講
堂
)

税 の 相 談
包月5日 .15日 ・25日
午前9時~午後4時
魚津税務署

相談日ガ日曜日に当つだ場合
は翌日

lω配ごと相談
月曜日を除き包日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
臼
年
度

の
計
量
器
検
査
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
営
業
等
に
「
は
か
り
」
を
使
用

の
方
は
、
最
寄
り
の
検
査
場
で
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

日81 月1 日71月1 11 日411 1 1 日2111 1 日1 1 J j 1 2日0111 0 1日91J1 0 1日8110 1 1日7110 1 
)) 

11 

日

時午f33圭払午前1事0 払df3tF 量干時t1l1F 0 11 時午後3:午肱後1 普 1守E3二臥午111宇0 11 午時f31圭時午前10 時午13量tad一後1 F 寺
I午SE時zl1lf0 i二I "午f3圭3年Z臥}11F0 宇1/ 午時f3圭E時Z前1 F 0 時Ef3E f圭ユtZl1AlF0 ;干I 

時
11 

1111 

校小学村木

市

議所車回圭 下{Ti閣立呆r i大田'ly史T t 、
!i50所3辛3金干 ず場円F斤E戸3恐あ斤十

検

民
11 11 11 11 

なF斤 I
会

館

量村水 』本tlz 工也 経産 事 大E産T E大I 村木 車困壬

事
長

下F1グIf〉下λz: A 検

村木グ〉 豊本 豊縫 下iσIコI 
貝 .t壁<< 一I区総也上ぬ中

d出

神I天区也

I也

置榔 産商事
絵tr 区

内 職相談
包週、月・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

高年齢者職業相談
日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで

市役所高年齢者職業相談室

(12) 

すまり

さし3 

て無号本談目

婚離やなど

すま

無談所を

電
気
配
線
無
料
診
断
の
お
知
ら
せ

十
月
に
行
う
地
域

吉
島
西
側

上
村
木
本
江
新
町

調
査
員

竹
山
信
三
郎
里
崎
勝
二

杉
本
秋
三

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所

(
新
金
屋
一

丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

g
n
1
1
6
5
5
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市
で
は
次
の
要
領
で
壮
年
の
海
外
派

遣
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
派
遣
先
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
(
見
川
か
が
ぺ
げ
)

マ
期
間
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一

月
五
日
ま
で

マ
派
遣
人
員
一
名

マ
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
魚
津
市
に
一
年
以

上
在
住
し
、
満
三
十
五
歳
か
ら
満
四

十
五
歳
(
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日

現
在
)
ま
で
の
男
女
で
、
将
来
と
も
魚

津
市
に
居
住
す
る
方
。

マ
参
加
経
費

主
催
者
負
担
三
十
万
円

参
加
者
負
担
五
万
円

そ
の
他
諸
雑
費

マ
募
集
期
間
十
月
五
日
か
ら
十
月
二

十
日
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ
先
希
望
者
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
(
魚
津
市
釈

迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号
宮
内
線
2
2

5
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

ちしお
マ
試
験
種
目
甲
種
、
乙
種

マ

試

験

日

十

一
月
六
日

マ
場
所

富
山
大
学
教
養
部

マ
予
備
講
習
会

十
月
十
七
日
危
険
物
の
解
説

十
月
十
八
日
法
令

午
前
九
時
1
午
後
四
時
ま
で

講
習
会
場
は
、
魚
津
勤
労
者
会
館
で

行
な
い
ま
す
。

マ
願
書
受
付

富
山
県
消
防
防
災
課
予

防
係
(
富
山
市
新
総
曲
輪
一
の
七
)

マ
受
験
願
書
受
付
は
九
月
三
十
日
か
ら

十
月
七
日
ま
で
。
受
験
願
書
は
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

マ
な
お
、
特
別
講
習
は
十
月
二
十
八
日

魚
津
勤
労
者
会
館
で
行
い
ま
す
。

万一
『使
わ
な
い
元
栓
に
は

キ
ャ
ッ
プ
を
』
グ

十
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
行
い
ま

ず
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

天
神
地
区
三

O
O件

上
野
方
地
区
四
五

O
件

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
同

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

E
M
1
5
3
4
0
 

一
、
受
付
期
間

十
月
一
日
i
十
二
月
三
十
一
日

二
、
資
格

満
十
八
歳
i
二
十
五
歳
未
満
の
男
子

又
は
女
子

三
、
待
遇

。
特
別
職
国
家
公
務
員

。
各
種
専
門
技
術
の
修
得
可
能

。
衣

・
食
・
住
無
料
支
給

。
初
任
給
七
八
、
五

O
O円

。
ボ
ー
ナ
ス
年
三
回
・
年
間
五
か
月

四
、
受
付
相
談

い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部
魚
津

募
集
事
務
所
g
u
l
l
0
3
6
ま
た

は
市
役
所
市
民
課
宮
内
線
2
3
3
へ

ど
う
ぞ
。

秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
大
安

日
や
土
曜
、
日
曜
日
は
祝
電
の
ラ
ッ
シ

ュ
で
す
。
十
目
前
か
ら
受
け
付
け
る
「

配
達
目
指
定
」
(
無
料
)
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
希
望
日
の
午
前
ま
た
は
午
後
に

配
達
さ
れ
ま
す
。

な
お
、

「配
達
目
指
定
」
と
し
て
配

達
日
の
三
日
以
前
に
お
打
ち
に
な
る
と

一
五

O
円
割
引
き
に
な
り
、
早
目
の
発

信
が
お
ト
ク
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
E
n
l
2
5
0
0
(
無

料
)
へ
ど
う
ぞ
。
魚
津
電
報
電
話
局

。
誤
配
達
の
郵
便
物

郵
便
局
で
は
、
誤
配
達
を
し
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
し
、

お
宅
に
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
と
き
は
、

お
手
数
を
か
け
ま
す
が
、
そ
の
旨
を
適

当
な
紙
に
書
い
て
は
り
、
最
寄
り
の
ポ

ス
ト
へ
お
返
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
際
、
た
だ
「
誤
配
達
」
だ
け
で

す
と
、
ど
こ
の
家
に
誤
配
達
し
た
の
か

わ
か
ら
ず
、
ま
た
同
じ
家
に
配
達
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
宅

の
住
所
、
氏
名
を
簡
単
に
お
書
き
添
え

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

g
n
1
0
3
0
0

魚
津
郵
便
局

「暮
し
の
た
め
の
行
政

相
談
」
に
出
向
い
て

み
ま
せ
ん
か

行
政
管
理
庁
で
は
、
十
月
十
六
日
制

か
ら
十
月
二
十
二
日
出
の
一
週
間
に
わ

た
り
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し
て
、
各

種
行
事
を
催
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
で
も
次
の
と
お
り
行
政
相
談

所
な
ど
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
思
わ
れ
て
い
る
日

常
生
活
上
の
悩
み
ご
と
や
、
人
権
問
題
、

交
通
事
故
、
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

或
は
、
国
・
県

・
市
等
の
行
政
機
関
に

対
す
る
要
望
、
苦
情
、
ご
意
見
の
あ
る
方
、

お
困
り
の
方
は
こ
の
機
会
に
気
軽
に
相

談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

付
合
同
行
政
相
談
所

と
き
十
月
十
七
日
開
午
後
一
時

ー
四
時

と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ
三
階
催
事
場

担
当
行
政
管
理
庁
行
政
相
談
委

員、

人
権
擁
護
委
員
、
魚

津
市
市
民
相
談
室
、
市
民

課
(
国
民
年
金
)
魚
津
市
社

会
福
祉
協
議
会
(
心
配
ご

と
相
談
所
)
、
魚
津
市
交
通

セ
ン
タ
ー
(
交
通
事
故
相

談
員
)。

口
行
政
懇
談
会

と
き
十
月
二
十
一
日
働
午
前
十

時
1
正
午

と
こ
ろ
魚
津
市
役
所
第
一
会
議
室

出
席
者
行
政
相
談
委
員
、

富
山
行

政
監
察
局
局
長
他
、
一
般
市
民

代
表
、
魚
津
市
担
当
部
局
職
員
。

一
川

/

一

一
一
法
箆
ぷ
界

一

日
開
時
泌
議
ww

…

一
同

、

一

γ

北
陸
電
力
の
電
気
相
談
所

γ

一

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所
で
は

一

γ

電
気
器
具
の
故
障
、診
断
、
ス
イ
ツ

γ

一
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
無
料
修

一

一
理
と
電
気
の
よ
ろ
ず
相
談
所
を
開

γ

一
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

一
十
月
三
日
間
末
広
町
公
民
館

一

一
十
月
二
十
四
日
樹
馬
出
町

一

一

広

瀬

芳

弘

様

宅

γ

一
時
間
は
午
後
一
時
手
分
j
午
後
四
時
一

一
作
業
停
電
に
つ
い
て

一

一

お
知
ら
せ

一

一
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
る
一

一
作
業
停
電
は
次
の
場
合
に
行
っ
て
一

一

い

ま

す

。

一

γ

0

家
屋
の
新
増
築
に
伴
い
お
客
様

γ

一
か
ら
電
気
の
申
込
み
に
よ
っ
て
電
一

一
柱
や
電
線
な
ど
の
取
付
作
業
の
時
。

γ

一

o事
故
停
電
を
な
く
す
る
た
め
事
一

γ

前
に
電
線
、
が
い
し
の
点
検
・
修

γ

一
理
な
ど
の
強
化
工
事
の
時
。
一

一

※
ご
案
内
に
つ
い
て
は
、
作
業
停

γ

一
電
が
あ
る
地
域
の
日
時
や
場
所
は
一

一
あ
ら
か
じ
め
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
街

γ

一
頭
掲
示
、
広
報
車
な
ど
で
お
知
ら
一

γ

せ

し

て

い

ま

す

。

一

戸

北
陸
電
力
側
魚
津
営
業
所

い

}

i

i

i

i

i

一一
間
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ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
子
ど
も
た
ち
に

暖
か
い
心
と
家
庭
を

日
日
か
ら
「
里
親
を
求
め
る
運
動
」

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

子
ど
も
は
両
親
の
も
と
で
育
て
ら
れ

る
の
が
、
い
ち
ば
ん
の
幸
せ
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
不
幸
に
も
両
親
が
亡
く
な
っ
た
り
、

行
方
不
明
、
離
婚
な
ど
で
一
人
ぼ
っ
ち

に
な
っ
た
子
ど
も
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
を
引
き
取
っ
て
健

全
に
育
て
て
も
ら
う
の
が
里
親
制
度
で

す。
こ
の
里
親
制
度
は
、
昭
和
二
十
三
年

十
月
四
日
、
児
童
福
祉
法
の
施
行
と
と

も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
こ
の
日

を
-
記
念
し
て
毎
年
十
月
四
日
を
「
里
親

デ
l
」
と
し
、
里
親
制
度
の
普
及
・
発

展
を
は
か
る
た
め
「
里
親
を
求
め
る
運

動
」
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
自

分
の
子
ど
も
で
も
な
か
な
か
大
変
な
、

し
か
し
苦
労
の
し
が
い
の
あ
る
大
事
業

で
す
。
子
ど
も
が
立
派
に
成
人
し
た
姿

を
見
る
喜
び
は
、
何
も
の
に
も
か
え
が

た
い
も
の
で
す
。
あ
な
た
も
、
か
愛
の
大

事
業
。
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
一

人
ぼ
っ
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
、
あ
な
た

の
暖
か
い
心
と
家
庭
を
待
っ
て
い
ま
す
。

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
燈
を

と
も
そ
う
』

一
青
年
の
グ
ル
ー
プ
作
り

に
あ
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
か

導世 人ン る三中さ
し帯でテ五 _-r"'九 大日央む市
たの すイ十 〆宮通歯止、 型にタ)内
り子がア嵐 f.哩哩・t、運ー|さ本
し等、活さ r.;a.. つ曹主 送回ミん江
てと「動ん 長 男堕~一 行l 車 富 ナ ( に
いーこには りい 押 鴻 の山ル二住
て緒ぐて、 "~~'，:lモ主 卜'.)ιi 運 1輸九む
最にまい日 31i融運r;.~Jj三 転東送歳
近 遊学身ご 温古事民 ;弓 手京課三三五
つん級しろ 司屡 雪量冨戸 さ間勤ト十
くだ」てか 可Z別留璽F んを務ナ嵐
づりゃいら 可制限F で往 ) ミ紀
く 、母るボ企仲間を求めている五十嵐さんす復は 運(
思指子ーラ 。す 、輸お

市
保
健
衛
生
協
議
会

活
動
に
ご
理
解
を

市
保
健
衛
生
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
で
年
々
市
内
の
環
境
保
全
に

つ
い
て
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
年
の
美
化
推
進
モ
デ
ル
地
区
は

片
貝
地
区
に
決
定

今
年
の
美
化
推
進
モ
デ
ル
地
区
を
、

片
貝
地
区
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
毎
年
一
地
区

を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
て
、
河
川
や

道
路
、
海
岸
な
ど
の
公
共
の
場
所
を
清

掃
し
て
、
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
に

行
う
も
の
で
、
地
区
住
民
と
と
も
に
運

動
を
展
開
す
る
こ
と
を
、
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。
.

緑
化
運
動
や
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動

・

う
こ
と
は
、
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
て
、
多
く
の

志
を
同
じ
く
す
る
人
達
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
め
ぐ
ま

れ
な
い
重
度
障
害
児
や
、
一
人
ぼ
っ
ち

の
家
庭
の
子
等
の
た
め
に
、
積
極
的
な

活
動
を
展
開
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま

す。
皆
方
ん
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
る
た

め
に
こ
の
精
神
と
趣
旨
に
ご
賛
同
の
方

は
グ
ル
ー
プ
作
り
に
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
は
、
次
へ
ど
う
ぞ

干
W
魚
津
市
上
村
木
町
六
一
五
番
地

魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

g
u
|
3
2
4
1
 

ゴ
ミ
の
減
量
化
や
再
利
用
運
動
な
ど
、

地
域
の
美
化
運
動
に
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

上
野
方
地
区
で
健
康
教
室

協
議
会
で
は
、
毎
年
地
区
を
き
め
て

一
回
健
康
教
室
を
聞
い
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
上
野
方
地
区
で
聞
き
ま
す
か
ら

せ
い
ぜ
い
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
十
月
六
日
午
後
一
時
三
十
分

か
ら

と
こ
ろ
上
野
方
公
民
館

講
師
魚
津
保
健
所
盛
永
宏
子
さ
ん

内
容
お
話
し
「
成
人
病
に
つ
い
て
」

体
力
づ
く
り
を
加
え
な
が
ら
講
議

な
お
、
健
康
教
室
開
催
ご
希
望
地
区

の
方
は
次
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

魚
津
保
健
所
内
魚
津
保
健
衛
生
協
議
会

E
M
1
0
3
5
9
 

木
材
を
切
り
出
す
山
の
仕
事
は
、
重

い
物
を
足
場
の
悪
い
斜
面
で
扱
う
の
で
、

と
て
も
危
険
で
す
。

そ
こ
で
、
毎
日
、
機
械
、
作
業
施
設

を
点
検
・
整
備
す
る
と
と
も
に
、
基
本

動
作
に
し
た
が
っ
て
、
作
業
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
最
近
ふ
え
て
き
て
い
る
振
動

障
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

l
の
目
立
て
な
ど
を
中
心
に
整
備
し
て

お
き
、
使
用
時
間
を
一
日
二
時
間
以
内

に
お
さ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ー
ン
ソ

l
の
使
用

は
一
日
二
時
間
以
内
に

お
さ
え
て

技
能
検
定
の
お
し
ら
せ

昭
和
五
十
二
年
度
後
期
技
能
検

定
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
受
検

希
望
者
は
、
申
請
書
を
十
月
十
二

日
制
1
二
十
一
日
幽
ま
で
富
山
県

技
能
検
定
協
会
(
富
山
市
新
富
町

2
丁
目

4
l
n
)
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
書
用
紙
は
、
協
会
の
ほ
か

商
工
会
議
所
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
富
山
県
職

業
訓
練
課
ま
た
は
県
技
能
検
定
協

会
(
包
富
山
辺
1
9
8
8
3
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
検
定
職
種

非
鉄
金
属
溶
解
・
金
属
熱
処
理
・

機
械
検
査
・
け
が
き
・
油
圧
装

置
調
整

・
縫
製
機
械
整
備

・
建

設
機
械
整
備
・
農
業
機
械
整
備
・

冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
・
メ
リ

ヤ
ス
製
造
・
紳
士
服
製
造
・
和
裁

・
寝
具
製
作
・
ガ
ラ
ス
製
品
製
造
・

石
工
・
洋
菓
子
製
造
・
和
菓
子
製

造
・
酒
造
・
建
築
大
工
・
か
わ
ら

ぶ
き
・
配
管
・
型
わ
く
施
工
・
鉄

筋
組
立
て
・
防
水
施
工
・
ガ
ラ
ス

施
工
・
建
築
製
図
・
機
械
製
図
・

電
気
製
図
・
構
造
物
現
図
製
作

・

金
属
材
料
試
験
・
貴
金
属
装
身
具

製
作
・
広
告
美
術
仕
上
げ
・
義
肢

装
具
製
作
・
建
築
透
視
図
製
作
・

カ
ー
テ
ン
施
工

(14) 
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年
金
ア
ラ
カ
ル
ト

質
問
に
答
え
て

(
そ
の
七
)

問

現
在
私
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て

お
り
、
夫
は
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

お
り
ま
す
。

万
一
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、
夫
の

遺
族
年
金
と
、
私
の
老
齢
年
金
の
二

つ
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

答

当
然
、つ
け
ら
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
は
法
律
が

ち
が
い
、
二
つ
の
法
律
の
問
で
は
支

給
調
整
を
行
い
ま
せ
ん
。
(
た
ぐ
し

遺
族
年
金
と
母
子
年
金
の
支
給
調
整

は
あ
り
ま
す
。
)

し
た
が
っ
て
、
厚
生
年
金
の
遺
族

年
金
と
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
は

あ
わ
せ
て
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

な
お
、
国
民
年
金
に
は
母
子
年
金

が
あ
り
、
十
八
歳
未
満
の
子
が
あ
る

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
し
ま
す
と
遺

族
年
金
と
母
子
年
金
の
二
つ
の
年
金

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

母
子
年
金
額
の
三
分
の
一
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
遺
族
年
金
、
母
子
年
金
と

も
に
年
金
額
の
最
低
保
障
が
な
さ
れ
、

大
き
な
国
庫
負
担
が
行
わ
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

中
高
年
齢
者
の
経
験
と
力
を

ー

雇
用
促
進
に
奨
励
金
|

「
む
か
し
ス
テ
ッ
キ
、
い
ま
ピ
ッ
ケ

ル」

l
iこ
ん
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。
中
高
年
齢
者
雇
用
促

進
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
の
で
す
。

い
ま
や
日
本
も
長
寿
因
。
む
か
し
ス

テ
ッ
キ
が
つ
き
も
の
だ
っ
た
五
十
歳
、

六
十
歳
の
人
も
、
い
ま
は
ピ

ッ
ケ
ル
を

持
っ
て
元
気
に
山
登
り
ー
ー
と
い
う
時

代
で
す
。

五
十
、
六
十
歳
は
働
き
ざ
か
り
。

こ
う
い
う
人
た
ち
の
経
験
豊
か
な
労

働
力
を
積
極
的
に
生
か
す
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、

〈
高
年
齢
者
雇
用
奨
励
金
制
度
〉

定
年
を
延
長
す
る
事
業
所
に
は
固
か
ら

一
人
当
た
り
、
五
十
二
年
度
の
場
合
は
、

年
額
十
三
万
二
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
継
続
雇
用
奨
励
金
制
度
v

定
年
後

も
引
き
続
い
て
働
い
て
も
ら
う
場
合
に

は
、
事
業
所
に
年
額
六
万
円
(
大
企
業

は
四
万
五
千
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
定
年
予
定
者
に
は
、
退

職
前
に
職
業
訓
練
を
行
う
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
公
共
職
業
安

定
所
E
M
|
0
3
6
5
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

市では，皆さんの健康増進と成人病予防のため，

健康体操の普及につとめています。現代人の足腰

は交通機関の発達によって非常に弱ってきていま

す。したがって人の老化も足から起って来ます。

今回はこれを予防するために，健康体操の中か

ら最も足腰を強くし，体力の増進に効果があると

いわれる青竹ふみ運動を紹介します。この運動は，

半分に割った50センチ位の竹一本さえあればだれ

でも簡単にできます。

あなたも健康の保持と体力づくりに役立ちます

から是非試して見てくださし、。

砂ポイント‘

1.背すじを伸は-した姿勢で手す りにつかまる 。

2.足とモモと水平になる位上げ‘素足で竹の上を足

踏みする 。

3. 1日数回. 1回 4- 5分程度

4.土ふまずが丈夫になり血行がよくなる。

5.肩こり ・腰痛・頭のつつ血 ・不服 ・足のだるい

人 ・低血圧症 ・脳卒中予防に効果あり 。

〈イ本草食記〉

市内主婦 57歳調理 士

私は. 3年前に病気で入院してから急に身体が

弱くなり ，寒け，足のむくみ，腰痛などに悩まさ

れ一時は便所へ歩いて行くことも困難な状態でし

た。そして， ただ治りたい一心で整形外科医 ・マ

ッサージ ・針 ・整体道場など転々と治療したり ，

高価なマッサージ機やその他の器具類を購入し，

あらゆる事をやってみましたがはっきりしません

でした。市の検診でこの青竹の指導を受けた人か

ら話を聞き ， ためしにのつもりで家に 1つ，職場

に 1つ置き毎日 ，朝畳晩と根気よく続けてみまし

た。 3か月たった 8月ごろから足のむくみや腰痛

がなくなり ， とても楽になりはじめました。又，

血行がよくなったせいか身体がぽかぽか汗は、みま

す。機械や薬にたよらず自分の体力で治った喜 び.

を 1人でも多くの人に知らせてあげたいと知人や

親類の者に説明し，一緒に毎日続けております。

健康体操のお問い合わせは，市生活環境課保健

係宮 内線 257へどうぞ

「青竹13¥み運動」

マ マ マママの会

電気接溶 上げ、 械製図、 事工、 れる。 付が交れさ 績収成めを 実試験の技 典特予選1場す出るこ 推のせんに な人は、 行時れわに 二 三十ま日 同月日i 行ょにわう 加参すに

接溶、仕ト機大工 さ級の能証技の能検定級技 に 問とて、たA月年 全大の園

金人量 に 1月0霊富日山月~ 1 、
ー は県内 6j → r 

般 の 7 展
の 日

。。
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V
予
防
接
種
延
期
の
お
わ
び

九
月
実
施
予
定
の
、
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
(
三
種
混
合
)
の
予

防
接
種
を
、
ワ
ク
チ
ン
の
全
国
的
不
足

に
よ
り
延
期
し
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

次
回
の
実
施
日
は
、
ワ
ク
チ
ン
入
手

次
第
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
リ
ウ
マ
チ
療
養
相
談
会
の

お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
、
リ
ウ
マ
チ
療
養
相
談

会
を
聞
き
ま
す
か
ら
リ
ウ
マ
チ
で
お
悩

み
の
方
は
、
受
講
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

1
十
月
二
十
八
日
働
午
後
一
時

か
ら

マ
場
所

l
保
健
所
講
堂

マ
内
容

O
講
演

「
リ
ウ
マ
チ
の
療
養
に
つ
い
て
」

富
山
労
災
病
院
整
形
外
科

田
島
剛
一
先
生

o療
養

・
保
健
相
談
と
対
談

V
婦
人
検
診

月

日

。
一

会

場

一

申

込

締

切

日

一

日
月
羽
目

一
上
野
方
公
民
館
一
叩
月
初
日

一

マ
受
付
H
H
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で

マ
料
金

l
六
O
O円

な
お
当
日
併
せ
て
乳
が
ん
検
診
も
行

い
ま
す
。
料
金
は

t
o
o円
で
す
。
ぜ

ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

V
住
民
検
診
日
程

五
月
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
五
十

二
年
度
の
住
民
検
診
も
十
一
月
で
お
わ

り
で
す
。
結
核
、
肺
ガ
ン
、
心
臓
病
の

早
期
発
見
の
た
め
、
未
受
検
の
方
は
、

こ
の
期
間
中
に
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

11 11 10 1月0 10 1月0 月
11 

月
11 11 11 

月
11 11 11 

月
11 H 11 

月
11 

2 28 21 20 11 日
日 日 日 日 日 日

i 午後 l 午前 i 午後 1 午後 l 午後

1時』1午前時半9 

l 午後 l 午後 i 午後 l 午前 時半3 午後 l 午後 1 午前 l 午後 l午"'1 1午f主 l午"'1 時

時半3時半1 時11時半9 時4時半3 時3時半2 時2時半l 時4時半3 碍3時半2 時2時半1 1時1持半9 
時

時半2時半l 時11時半9 時42F時半I 時11時半9 時3時半l 時11時半9 
!日i

保健所

魚族津水館前

善生活改松倉
松倉保育園 稗民館畠ム̂- 学級村木

蛇

布西施~ 保里毛良作皇訳
所市役

箆土中h 島A 民
吉学校住小

4i民館八ふ41t 2 育烏館会
稲加民館ハム 上'方民館八ムT 勤労背年少民館図ムパ

検

音・九'" 

セ
館民 ~ 

ンタ
@ ムホ

t品

V
成
人
病
健
康
相
談

マ
十
月
十
二
日
附
と
十
月
二
十
六
日
附

い
ず
れ
も
午
後
一
時
i
二
時

マ
場
所

1
市
役
所
一
階
保
健
室

マ
内
容

l
心
電
図
、
体
位
測
定
、
診
察
、

血
圧
測
定
、
検
尿

マ
費
用

l
無
料

マ
健
康
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一

週
間
前
ま
で
に
市
生
活
環
境
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
成
人
病
教
室

マ
十
月
二
十
日
附
午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

マ
場
所

1
上
野
方
公
民
館

マ
内
容

l
講
義
「
成
人
病
を
防
ぐ
暮
し

方
」
に
つ
い
て

O
成
人
病
予
防
食
実
習
と
試
食

O
健
康
体
操
に
つ
い
て

V
百
楽
荘
で
の

老
人
健
康
相
談

マ
十
月
十
二
日
附
午
前
十
時
三
十
分

ー
十
一
時
三
十
分

マ
内
容

l
映
画

・
保
健
婦
に
よ
る
話
、

健
康
体
操

マ
十
月
二
十
六
日
側
午
前
十
時
三
十

分
1
十
一
時
三
十
分

マ
内
容

l
健
康
体
操
(
市

・
体
育
課
)

健
康
相
談

V
胃
、が
ん
検
診

1月0 1月0 1月0 月

28 25 24 日
日 日 日

上 上 坪

中島
野 聖T ~三h 

方
~、

校学 民館
学 場

校

1月0 1月0 10 

込締切申目
月

20 18 18 
日 日 日

マ
受
付

1
午
前
九
時
か
ら
十
時

マ
料
金

l
七
五

O
円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
お

茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
百
し
上
が
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

V
下
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)

投
与

マ
該
当
者

初
回
目

l
五
十
二
年
二
月
一
日
生
れ

i

五
十
二
年
六
月
三
十
日
生
れ

一
一
回
目

1
五
十
一
年
七
月
一
日
生
れ
1

五
十
二
年
一
月
三
十
一
日
生
れ

そ
の
他

l
四
十
八
年
十
一
月
一
日
生
れ

i
五
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
ま
だ
、
二
回
飲
ん
で
い
な

い
人
。

マ
投
与
す
る
時
の
注
意

・
下
痢
を
し
て
い
る
人

-
麻
し
ん

・
B
C
G
予
防
接
種
後
一
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
投
与
で
き

ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
時
間

l
各
日
共
午
後
一
時
j
二

時マ
場
所

l
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1月0 1月0 1月0 1月0 実

21 14 12 11 施
日 日 日 日

日
幽 幽 附 (刈

総
上野方吉島・吉住本江 村木

ざ 該
句

b、
松倉-上島中 片貝西布施 町大 当

下道
I也

天神 経団 区

。紛

献
立
表
を
募
集

市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議

会
で
は
、
近
海
の
魚
介
類
を
使
っ

た
献
立
や
郷
土
食
・
自
然
食
の
献

立
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

栄
養
的
・
経
済
的
な
考
慮
が
は
ら

わ
れ
た
献
立
を
工
夫
し
て
、
ふ
る

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

叩
月
1
日
im

月
初
日

応
募
方
法

ω地
区
の
推
進
員
代
表
者
、
ま

た
は
魚
津
保
健
所

E
M

l

0
3
5
7
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ω申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、
関

係
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
展
示

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も

の
を
選
ん
で
、
展
示
発
表
(
日

月
下
旬
の
予
定
)
し
ま
す
。
展
示

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

糖尿病講演会
糖原病とその治療について、つ

ぎにより講演会を聞きます。

糖尿病の人、その疑いのあ る人

など、みなきんの受講をお待ちし

ています。

日時 10月 6日附

午後 1時30分 -4時

会場保 健所 講堂

演題「糖尿病のはなし」

講師 黒部市民病院内科医長

高桜英輔先生
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V
母
親
学
級

マ
十
月
二
十
一
日
幽

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
三

時
三
十
分

マ
場
所

l
保
健
所

・
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人

マ
今
月
の
内
容
(
来
月
は
妊
娠
後
期
)

・
妊
娠
中
の
日
常
生
活
の
注
意
(
映
画
)

.
安
産
体
操
(
ス
ラ
ッ
ク
ス
で
実
演
)

・
妊
娠
中
の
食
事
(
実
習
)

・
歯
の
衛
生
(
生
ま
れ
て
か
ら
で
は
お

そ
す
ぎ
る
ム
シ
歯
予
防
)

・
妊
娠
の
生
理
(
医
師
の
話
)

-
そ
の
他

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

マ
畳
食

・
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

1月1 1月0 1月0 

2 19 5 
制日 側目 刷日

1 午後
受付時間11 11 

時2時l 

にま 1 にま 16 にま 1
なで日 なで日 なで日 対
つに 1 つに 1 つに 1

た人歳31日5 た人員3長3日1 人た議31日5 象

11 11 保健所
場
所

V
-
-
関
節
脱
臼
検
診

V
乳
児
検
診

1月1 1月0 1月0 1月0 月
4 27 13 7 日

幽臼 刷日 (村日 凶日

半1午前 1 午後 l 午後 半l午前 ，イ時間:j寸ι sl • 

時10時8 時時1 時時l 時10時8 

8 

zにaでn3J l2ま月M E7 3 百でtかHS』IJJ1a 日時H2 3 

8 
対か なヵ、 t.l l~ !，! tJ'、 か

月 つ 月 つ 月 月 象
児 と児 とた 児 児

11 11 11 保健戸斤
場
所

V
幼
児
検
診

1月0 1月0 1月0 1月0 1月0 1月0 1月0 10 
施実月

26 25 20 19 18 7 6 5 
日 日 日 日 日 日 日 日

日

大 村 道 本 経 =口t 天 片
校下名

町 木 下 江 回 島 神 員

魚津民館2:、i

年奄1J ホ. 
道下

本江民館ム八 i

経 桜力日

天神民館2: 
書所

~ 

極秘会館回11 11 
場

L‘ 

マ
該
当
者

満
一
歳
六
カ
月
か
ら
二
歳
五
カ
月
ま
で

の
幼
児

マ
受
付
時
間

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
ま
で

@
母
子
手
帳
は
必
ず
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

叩
月

一到
一
件
寄

一完

一
沖
洩
通
り
二
丁
目

け
リ
一
回
一
桝
崎
医
院
一

ド
討

は

に

ト

2
日
一
任
一
布
市
山
E
E
一

宮
@
1
0
3
9
9

}
1
一
泊
一
民
3
-
b
E
一
北
鬼
江

9
日
一
回
一
藤
田
医
院
一

到
計
一
は
)

J

2

)

E
E
一
』
E
E
E
E
一

宮
@

1
0
9
2
0

3
1
一
日
一

3
F
i
l
-
-本
町
一
丁
目

日
日
一
閃
一
船
崎
医
院
一

勧
創
ト
γ

川
1

2

日
日
一
側
一
堀
井
医
院
一
時
、
ナ
品

)

l

)

)

l
E
一
任
一
調
子
E
E
一

宮
@
1
0
1
0
0

3

1
一
L
a
-
-
z
t
一
北
鬼
江

お
日
一
回
一

一稲
田
医
院
一

創
伽
は
0
2
8
5

3

1
-
L
F
E
E
Z
E
E
一
新
角
川
一
丁
目

初
日
一
回
一
宮
本
医
院
一

町
邸
リ
ト

1
2
2

H
月
一村一

芸
尼
一
完

一咋
)
江

山
一
問
一
附
一
宮
元
医
院
一
叫
@
は
1
3
9
3

i

l
一0
?
?
:王
子
じ
一
新
金
屋
一
丁
目

6
日
一
附
一
森
本
医
院
一

宮
②
け
ト
γ
H
3

叩
月
の
休
日
診
療
医

(8月末現在)
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古
島
小
学
校
六
年

i互

太

定、

渡

年
生
ま
で
、
四
十
数
名
い
ま
す
。
練
習

日
は
火
曜
日
と
金
曜
日
で
、
時
間
は
午

後
四
時
半
か
ら
六
時
ま
で
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
や
パ
ス
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
練

習
試
合
な
ど
を
し
ま
す
。

ぼ
く
は
、
三
年
の
時
か
ら
今
ま
で
続

け
て
い
ま
す
。
つ
ら
い
事
も
あ
り
ま
し

た
が
、
合
宿
な
ど
、
楽
し
い
事
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
仲
の
良
い
友
達
も

出
来
た
り
、
自
分
で
も
、
前
よ
り
、
何

事
に
も
た
え
る
根
性
も
、
少
し
は
出
来

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
中
学
に
行
っ
て

も
、
勉
強
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
両
立
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

考
え
た
食
生
活
で
予
防
で
き
ま
す
。

ま
た
、
少
年
、
青
年
、
壮
年
か
ら
老

年
と
、
年
代
別
に
食
生
活
を
考
え
る
こ

と
も
、
健
康
の
も
と
で
す
。

体
力
回
復
の
好
機
十
月
は
「
食
生
活

改
善
普
及
運
動
」
月
間
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
正
し
い
食
事
の
習
慣

を
生
活
の
中
に
定
着
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

心
身
の
健
康
は
、
市
の
宝
、
国
の
宝
、

皆
さ
ん
の
な
に
よ
り
の
宝
で
す
。
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